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［要約］凍結胚移植は、胚の発育段階として後期桑実胚・初期胚盤胞が適している。ま

た、凍結胚移植受胎率に影響する要因として胚の処理時間の長短及び供胚牛個体差の影

響が新鮮胚移植よりも大きい。  
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［目的及び背景］ 

県内における胚移植では、黒毛和種やホルスタイン種に過剰排卵処置を施し、7 日目に

胚を回収した後、発情が一致したホルスタイン種受胚牛に新鮮胚移植し 50%以上の受胎率

を得ている。しかし回収胚と受胚牛に過不足が生じることが多く、一部の胚は凍結保存胚

として移植をせざるを得ないため、新鮮胚と同程度の凍結胚受胎率が求められることにな

る。そこで凍結胚の受胎率を、新鮮胚の受胎率 50～60%に近づけるため、胚の処理方法（発

育段階・処理時間・供胚牛の個体差）と受胎率の関係について検討し胚処理方法の改良を

図る。 

［成果内容］ 

黒毛和種供胚牛から採取した 7 日目胚をホルスタイン種未経産牛へ移植したところ、以

下の結果となった。 

１ 今回の採卵は 7 日目であることから後期桑実胚・初期胚盤胞が多数を占めたが、胚盤

胞胚・拡張胚盤胞も少ないながら混在した。これらの発育段階別に受胎率をみたところ、

凍結胚における受胎率は後期桑実胚 41.4%、初期胚盤胞が 36.2%、胚盤胞 21.5%および拡

張胚盤胞 15.4%と発育段階が進むほど低下し、後期桑実胚区・初期胚盤胞区と胚盤胞区

に有意な差が見られた。この傾向は、受胚牛の 6～8 日の各日齢別にみても同じ傾向であ

った。一方新鮮胚では差は見られなかった(表 1)。 

２ 凍結胚では胚の採取から凍結まで、新鮮胚では移植までの処理に係る時間経過の影響

を見るために、供胚牛の採取正常胚数の多少が処理時間の遅延に影響する事に着目し、

採卵ごとの採取正常胚数別に区分して受胎率を比較した。凍結胚の受胎率では採取正常

胚数の増加に伴い 1～6 個区 37.8%、7～12 個区 37.6%、13～18 個区 36.4%および 19 個以

上区 25.4%と低下し、7～12 個区と 19 個以上区で有意な差が見られた。一方新鮮胚では

同様な傾向はあるものの差は見られなかった(表 2)。 

３ 供胚牛の個体差をみるため、供胚牛別の受胎率を比較したところ、新鮮胚では 12 頭が

50%以上の受胎率を得ており、供胚牛間に差は認められなかった。一方、凍結胚では、50%



以上の受胎率は 6 頭、40～50%が 3 頭、30～40%が 3 頭、30%以下は 9 頭であり、特定の供

胚牛間に有意差を認めた(表 3)。 

以上により、凍結胚移植には、発育段階として後期桑実胚・初期胚盤胞が適し、また、

凍結胚は新鮮胚と比較して、胚の処理時間の長短が移植受胎率へ及ぼす影響が大きく、供

胚牛別の移植受胎率に個体差があることが判った。 
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